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　令和元年度札幌
市PTA協議会国内
研修団は、11月24
日から26日の2泊3
日の日程で川崎市
を研修訪問しまし
た。8月28日、第1
回目の国内研修打

合せがあり、研修先に川崎市を候補に挙げました。10月の台風19号で
川崎市全域が被災し、ご苦労されていた中ではございましたが受け入
れ承諾をいただき、計画通り進めさせていただくことになり、団員一同心
からのお見舞いと感謝と共に、しっかり学ばせていただく決意を強めま
した。
【川崎市PTA連絡協議会訪問】川崎市PTA連絡協議会役員の皆様と札
幌市PTA協議会を中心に両市で行われているPTA活動紹介や様々な
情報、意見交換をさせていただきました。特に、中学校の給食全校実施
についての経緯、生活習慣改善事業、食育推進コンテスト実施、PTAバ
レーボール大会について興味深く聞かせていただきました。子どもたち
のことを考え、真摯に取り組む姿勢は、我々も見習うべきものであると
感じました。また、それと共に札幌の良さも再認識しました。
【日吉小学校訪問】日吉小学校にて、単位PTAとしての取り組みをPTA
役員の方々よりお聞かせいただきました。マンモス校、昨今の気象変化
による熱中症対策をしての運動会実施ということで札幌に住む我々に
はピンとこない事案もお聞きし、そのような中で、工夫しながら実施して
いることや地域特有の問題等もお聞きすることができました。

【藤子・F・不二雄ミュージアム見学】藤子・F・不二雄氏の漫画に対す
る深い考えや思いを感じることができ、とても素晴らしい体験をさせて
いただきました。
【寺子屋西生田訪問】西生田小学校を訪問。寺子屋について市内全
校にこの輪を広げたい旨のお話をお聞きしたり、実際に寺子屋を見
学して子どもたちとカルタで遊んだりと、とても楽しく有意義なひと
時を過ごさせていただきました。　
【川崎市子ども夢パーク見学】川崎市子ども夢パークを視察した中
で、子どもたちの自主性を重んじ、遊びを通して、興味を持ち挑戦す
る心をはぐくむ場づくりを川崎市として取り組まれていることに感
銘を受け、是非このよ
うな取り組みを札幌で
もと強く感じました。
　今回の研修では、
PTAの一員としては
もちろんですが、時に
は童心に帰り、心から
楽しみ学びを深める
ことが出来ました。こ
の研修で経験したこ
とを今後のPTA活動
に生かし、地域のために取り組んでまいりたいと思います。
　最後に国内研修に参加させていただきましたことに感謝申し上
げ、ご報告とさせていただきます。

国内研修団　団長　橋本　正行

■ 編集・発行：札幌市PTA協議会 広報委員会
■ ホームページ http://sapporo-pta.gr.jp/
■ e-mail  shipikyo@sapporo-pta.gr.jp
    〒063-0051札幌市西区宮の沢1条1丁目1-10
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令和元年度 国内研修

川崎市ＰＴＡ連絡協議会の皆さんと

オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

教
育
長
賞 

最
優
秀
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部

市
P
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長
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社
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オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

北
海
道
通
信
社
賞 

最
優
秀
賞

皆
様
の
要
望
に
対
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

「
令
和
2
年
度

文
教
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」へ
の
回
答第42回広報紙まつり 受賞校一覧

教育長賞

毎 日
新聞社賞

日本教育
新聞社賞

北海道
通信社賞

市Ｐ協
会長賞

佳    作

佳    作

優 秀 賞最 優 秀 賞

最 優 秀 賞

北 区 新琴似北小学校
「しんぼく」

中央区 円山小学校
「Maruyamaチャレンジあらたな時代へ」

中央区 向陵中学校
「向陵ＩＳＭ」

中央区 山鼻小学校
「山鼻」

豊平区 平岸西小学校
「精進川」

北 区 太平中学校
「Ｔａｉｈｅｉ」

白石区 幌東中学校
「幌東だより」
清田区 真栄中学校
「あいおい」

中央区 資生館小学校
「よつば」

北 区 新陽小学校
「新陽」

中央区 宮の森小学校
「MIYANOMORI」
中央区 緑丘小学校

「緑丘」
南 区 常盤小学校
「そらぬま」

中央区 桑園小学校
「桑の木」

清田区 北野台小学校
「スマイルきたのだい」
豊平区 みどり小学校
「midori」

白石区 本郷小学校
「ほんごう」

清田区 北野小学校
「北　野」

北 区 上篠路中学校
「北の大地」

手稲区 富丘小学校
「Tomioka」

市Ｐ協
会長賞 該当なし 該当なし

オフセットの部

手作りの部

応募総数 78点（オフセットの部）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
し
て
、ユ
ニ
ー

ク
な
講
座
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。「
暮
ら
し
の
色
彩
」を
テ
ー
マ

に
し
た
家
庭
教
育
学
級
は
、色
彩

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
お

持
ち
の
校
長
先
生
に
よ
る
お
話
で

し
た
。
10
年
以
上
続
く「
命
の
授

業
」で
は
、お
母
さ
ん
た
ち
が
先
生

に
な
り
、赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
喜
び
を

生
徒
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。各
人

そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
た
活

動
で
す
。

　

見
開
き
４
ペ
ー
ジ
の
地
図
で
は
、

学
校
周
辺
の
危
険
な
場
所
、指
定

緊
急
避
難
所
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
お
り
、「
保
存
版
」の

広
報
紙
に
な
り
ま
し
た
。

　

表
紙
に
は
運
動
会
の
写
真
。全
校
児
童
の
後
ろ
姿

に
、さ
り
げ
な
く
体
育
館
の
窓
に「
大
運
動
会
〜
令
和

元
年
〜
新
時
代
最
高
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
か
ら
始
ま
り
、そ
も
そ
も「
Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て
な

に
？
」と
原
点
を
確
認
し
て
か
ら
各
部
の
活
動
内
容
紹

介【
忙
し
さ
・
難
し
さ
・
や
り
が
い
】を

星
の
数
で
表
す
工
夫
が
秀
逸
で
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
も
、ま
と
め
↓
分

析
↓
主
張
の
流
れ
を
作
り
、全
体
の

レ
イ
ア
ウ
ト
が
良
く
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。Ａ
Ｌ
Ｔ
授
業
の
様
子
、修
学

旅
行
、家
庭
教
育
学
級
の
記
事
で
は

ま
る
で
読
者
が
そ
こ
に
参
加
し
て
い

る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
内
容
で
す
。全

体
に
高
い
取
材
力
を
発
揮
さ
れ
、伝

え
た
い
こ
と
、読
み
手
の
知
り
た
い
こ

と
を
巧
み
に
文
章
に
し
て
、深
い
内
容

の
こ
れ
ぞ「
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
」と
い
え

る
見
事
な
出
来
栄
え
で
し
た
。

　

白
石
小
は
明
治
５
年
４
月
開
校

の
、札
幌
市
で
最
も
歴
史
の
古
い

学
校
。そ
の
歴
史
性
を
生
か
し
て
、

旧
校
舎
の
写
真
が
広
報
紙
の
コ
ル

ク
ボ
ー
ド
風
の
表
紙
に
並
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
３０
年
間
の
広
報
紙
特
集

と
い
う
、な
か
な
か
思
い
つ
か
な

い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
脱
帽
し
ま
し

た
。ま
た
、①
全
体
の
色
調
な
ど
の

見
事
な
統
一
感
②
シ
ン
プ
ル
な
レ

イ
ア
ウ
ト
③
効
果
的
な
観
音
折
り

④
柔
ら
か
い
書
体
な
ど
、随
所
に

工
夫
が
見
ら
れ
、思
わ
ず
手
に

取
っ
て
読
み
た
く
な
る
魅
力
的
な

広
報
紙
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

表
紙
か
ら
編
集
後
記
ま
で
自
然

に
サ
ッ
と
読
め
て
し
ま
う
広
報
紙

で
す
。見
出
し
や
イ
ラ
ス
ト
、文
字

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
工
夫
さ
れ
、書

か
れ
て
い
る
内
容
が
ペ
ー
ジ
を
開

い
た
瞬
間
か
ら
自
然
と
読
み
手
に

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。さ
ら
に
写
真
と

説
明
を
的
確
に
配
置
し
内
容
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、読
み
手
を
最

後
ま
で
離
し
ま
せ
ん
。テ
ー
マ
を

「
守
る
」と
し
、震
災
の
経
験
を
活
か

し
家
庭
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
ま
す
。

P
T
A
活
動
に
つ
い
て
も
家
庭
か

ら
の
協
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
様

子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。家
庭
の

隙
間
時
間
に
自
然
と
忍
び
込
み〝
読

ん
で
し
ま
う
〞広
報
紙
で
す
。

　

P
T
A
活
動
が
特
集
の
手
作
り

広
報
紙
で
す
。全
紙
面
が
特
集
で
構

成
さ
れ
、P
T
A
活
動
へ
の
入
り
口

に
も
な
る
内
容
で
す
。表
紙
は
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く

れ
る
地
域
の
方
が
顔
写
真
と
共
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。P
T
A
が
家

庭
・
学
校
・
地
域
の
架
け
橋
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
様
子
を
し
っ
か
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。手
作
り
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
い
写
真
が
多
用
さ
れ
、読
み
手

に
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い

る
方
々
の
笑
顔
の
写
真
が
全
体
を

明
る
く
し
、つ
な
が
り
と
あ
た
た
か

さ
を
感
じ
ら
れ
る
広
報
紙
で
す
。

　

特
集
で
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、特

に
興
味
・
関
心
の
高
い
学
校
給
食
、

子
ど
も
の
生
活
環
境
、そ
し
て
新
し

い
教
育
内
容
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
取
り
上
げ
、取
材
・
調
査
及
び
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
手
法
を
巧
み
に
生

か
す
と
と
も
に
テ
ー
マ
ご
と
の
記

事
や
写
真
及
び
イ
ラ
ス
ト
に
工
夫

を
凝
ら
し
、そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
配
置
す
る
な
ど
、創
意
に
満
ち
た

編
集
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

全
体
を
通
し
て
、「
見
せ
て
、読
ま

せ
る
」こ
と
を
大
切
に
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
強
い
素
晴
ら
し
い
紙

面
構
成
と
い
え
ま
す
。

　

広
報
担
当
の
皆
様
が
一
丸
と
な
っ

て
企
画
し
、熱
心
に
取
り
組
ん
で
き

た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
特
筆
す
べ

き
作
品
で
す
。

審査委員長の全体講評は、札幌市PTA協議会ホームページに
掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

    各区P連ふれあい事業2～3P

賞   別

優 秀 賞賞   別

東 区 北園小学校
「北園」

中央区 宮の森中学校
「森友」

豊平区 しらかば台小学校
「しらかば」

白石区 白石小学校
「しろいし」

清田区 清田南小学校
「せいなん」

豊平区  豊平小学校
「けやき」

札幌市ＰＴＡ広報紙まつり 表彰式札幌市ＰＴＡ広報紙まつり 表彰式

寺子屋西生田での研修

報
告

　
去
る
、12
月
17
日（
火
）札
幌
市
教
育
委
員
会
教
育
長
室
に
て
、令
和
2
年

度「
札
幌
市
文
教
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」へ
の
回
答
書
の
手
交
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
か
ら
は
、長
谷
川
教
育
長
、檜
田
教
育
次
長
を
は
じ
め
関
係

部
長・課
長
が
、札
幌
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
は
土
田
会
長
、大
江
副
会
長
、

総
務
委
員
会
湯
浅
委
員
長
、大
渡・中
川
両
副
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

続
い
て
会
議
室
に
場
所
を
移
動
し
、市
P
協
役
員・総
務
委
員
全
員
が
参
加

し
、回
答
書
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。各
項
目
に
つ
い
て
、

総
務
委
員
の
質
問
に
対
し
て
市
教
委
の
各
担
当
者
か
ら
回
答・補
足
説
明
を

い
た
だ
く
な
ど
、意
見
交
換
会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、有
意
義

か
つ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
土
田
会
長
が
、「
本
日
は

お
忙
し
い
中
、お
時
間
を
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。力
強
い
回
答
も

多
数
い
た
だ
き
、今
後
も
検
討
事
項

は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
た
め
に
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」と
挨

拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
尚
、要
望
書
と
回
答
書
に
つ
き
ま

し
て
は
、札
幌
市
P
T
A
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　広報委員会では、年間3回の広報紙を発行し
ております。広報の役割は皆さんに札幌市ＰＴＡ
協議会の活動を知っていただくことです。私た
ち広報委員は、取材活動を通して活動への理解
を深め、人と人とのつながりを広げながら楽し
んで活動してまいりました。ＰＴＡ活動がおもし
ろそう、と思っていただけると嬉しいです。
　本号の発行で1年間の活動が終了となりま
す。取材や原稿作成にご協力いただいた皆様に
心より感謝申し上げます。

近藤 昇　荒木 直也　安部 伸一
皆川 英恵　横澤 舞美　谷内 礼子　石山 ひろみ
太田 妙子　川又 苗穂美　井手 純惠　水越 美恵子

編集後記

札幌市
PTA協議会

オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

日
本
教
育
新
聞
社
賞 

最
優
秀
賞

第42回

第42回札幌市
PTA広報紙まつり受賞作

第42回札幌市
PTA広報紙まつり受賞作

ありがとうございました

　２月１7日（月）、ちえりあ６階講堂にて、広報紙まつ
りの表彰式が行われました。
   応募いただいた広報紙の中から、①ＰＴＡ活動の
紹介②積極的な企画性・アイディア③全体の見やす
さ・読みやすさのバランスの３つの観点で審査し、札
幌市教育委員会、毎日新聞社、日本教育新聞社、北
海道通信社、当協議会から、最優秀賞・優秀賞・佳作
の２6点が選ばれ、表彰されました。
   審査委員長の北海道通信社　参与　村上直史様
から、「今回も甲乙つけ難い作品ばかりでした。記事

には額を手に持つ令和スタイルが随所に登場しました。取材を通して読み手の興味をひ
く特集や記事づくりは広報紙づくりの醍醐味です。汗して取材した記事や特集には思わ
ず惹きこまれました。事実をありのままに記事にするだけでなく、取り上げた特集から考
えてもらいたいこと、訴えたいことなど具体的に主張している例もあり、大変すばらしい
作品でした。『編集後記』の思いを新旧担当者で引き継ぎ、伝統としてつないでくださ
い。」と受賞校すべての広報紙について、1つ1つ講評してくださいました。
　また、受賞ＰＴＡ代表挨拶では、北園小学校　副
会長　生熊武様が「自分たち保護者が興味のある
ものは何なのか、先生はどんな人なのか、など知り
たいことを積極的に調べて作りました。皆様には、
来年度新たな広報委員になる方たちのアドバイ
ザーとして活動していただきたいです。」と述べら
れました。
   広報紙まつりは、毎年この時期に開催されていま
す。来年度もよりたくさんの応募をお待ちしており
ます。
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清田区
PTA連合会

厚別区
PTA連合会

東区
PTA連合会

豊平区
PTA連合会

東区中学校音楽会
①７月１４日（日）１２:３０～１６:３０
②札苗北中学校 
③８５０名

「親子ふれあい北海道子どもの国」
①7月31日（水）9:00～15:30
②北海道子どもの国（砂川市）
③277名（バス7台）

親子ふれあい
コンサート
「Kitaraで光ろう！
Part22」
①９月１４日（土）
   ９：５０～１５：３０
②札幌コンサートホール
   「Kitara」大ホール
③４，８８２名「親子

自然体験ＤＡＹ」
①８月３１日（土）
　８：３０～１６：００
②滝野すずらん公園
　青少年山の家
③１５７名

「交通安全・防犯・エコ」
ポスター・標語展
①9月7日～15日
②清田区役所４階
   スカイウェイ前広場
③ポスター75点
   標語202点

第36回札幌市
中学校北区音楽会
①7月13日（土）
　10：15～15：00
②カナモトホール
③1500名
親子ふれあい事業　
工場見学会
①7月29日（月）
　8：30～16：00
②北海道新聞本社工場、
　北海道コカ・コーラ
　札幌工場
③280名

手稲区
親子ふれあい音楽会
①9月28日（土）
②鉄北小学校
③約500名

親子ふれあい事業
（夜のサンピアザ水族館）
①8月31日（土）
②サンピアザ水族館
③150名

親子ふれあいホリデー
「フェリー見学とかまぼこツア～！」
①9月14日(土)　9：00～16：00
②小樽フェリーターミナル・
   小樽かま栄工場
③182名

「小樽水族館に行こう Ⅰ」
①８月９日（土）１０：００～１５：００
②小樽水族館
③３００名

西区ＰＴＡ連合会 研修大会
演題
「子どものすこやかな成長を願って」
講師　北海道教育大学教職大学院教授
         小野寺　基史氏
①１２月４日（火）１０：００～１２：００
②ちえりあ大ホール
③３３０名

研修大会
テーマ「豊かな心を育むために」
講演会「子どものすこやかな成長を願って」
～我が子との向き合い方を考える～
講師　北海道教育大学教職大学院教授
         小野寺　基史氏
①11月12日(火)　10：00～12：00
②アパホテル＆リゾート〈札幌〉
③295名

「家庭教育講演会」
テーマ「子どもたちの基礎力を
育むために私たち大人にできること」
講演会　「社会総がかりでの人づくり」
講　師　　長田　徹　氏
①１１月７日（木）１０：００～１１：３０
②プレミアホテル～TSUBAKI～札幌
③１９９名

親子
水族館たんけん隊
①１月１１日（土）・１２日（日）１８：００～２０：００
②サンピアザ劇場・サンピアザ水族館
③５０３名

サイエンス厚別
①１０月２０日（日）９：３０～１６：３０
②札幌市青少年科学館
③６２３名

「おたる水族館に行こう②」
①８月３日（土）９:３０～１６:００  
②おたる水族館 ③３６０名

　昨年春に募集しました“楽しい子育てキャンペーン”「三行詩」とPTA共済会「交通安全
標語コンクール」の表彰式が、令和元年12月14日（土）ちえりあにて行われました。「三行
詩」には市内小中学校・また保護者の皆様より461点のご応募をいただき、札幌市PTA協
議会会長賞４点、奨励賞11点が選ばれました。また「交通安全標語」には全市小中学校から
118校の応募があり、各区最優秀作品が選ばれました。受賞された皆様おめでとうござい
ます！三行詩から会長賞4点、交通安全標語から各区最優秀作品10点をご紹介します。
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。
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故
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８
０
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８
０
日
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
ら
、す
ぐ
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
共
済
金
請
求
書
兼
治
療
申
告
書
」提
出
時
に
は
、領
収
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。
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Ｔ
Ａ
事

務
局
か
ら
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。必
要
事
項
を
正
確
に
記
入

し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
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Ａ
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に
提
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て
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。
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共
済
金

　
支
払
件
数
と
支
払
金
額
を
ま
と
め
た
の
が
左
記
の
表
で
す
。

  加入者   支払件数    支払金額                      内　　容
  幼稚園　　    17        206,000   一般傷害（17）交通事故(0)　
  小学校      1,865   18,860,500   一般傷害（1,811） 交通事故（54）　
  中学校         246     3,897,500   一般傷害（236） 交通事故（10）
  保護者           16     1.362,500   保護者・教職員15件　学童1件
   合  計      2.144   24,326,500   死亡1件　後遺障害2件

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
ま
た
は
、札
幌
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
会
事
務
局
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☎
６
７
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２
３
７
２
）へ
お
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に
お
問
い
合
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せ
く
だ
さ
い
。

◆
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た
っ
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っ
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も
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よ
り
ご
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不
自
由
な
生
活
が
伴
う
も
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
大

　

会
等
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を
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Ｔ
Ａ
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お
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は
、十
分
な
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備
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す
る

　

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
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Ｔ
Ａ
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で
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位
Ｐ
Ｔ
Ａ
ご
と
に
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の
ご

　
加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 共済金支払件数と支払金額（１月31日現在）
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至
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グ
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通
り
で
、転
倒
が
全
体
の
４2
％
と
、多
く
な
っ
て

　
い
ま
す
。

 

① 

交
通
事
故 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
6
4
件   

 

② 

転
倒 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
8
8
6
件

 

③ 

転
落 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1
8
7
件      

 

④ 

衝
突 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3
6
6
件   

 

⑤ 

着
地 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3
1
4
件

 

⑥ 

用
具
使
用 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2
8
9
件

 

⑦ 

動
物・植
物 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
6
件

 

⑧ 

投
石 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4
件傷害に至る状況

ご
不
明
な
点
は
・・・・

転倒
41.6%

衝突
17.2%

着地
15.3%

用具使用
13.6%

動物・植物0.3%
投石0.2% 交通事故3.0%

北区
PTA連合会

白石区
PTA連合会

手稲区
PTA連合会

西区
PTA連合会

中央区
PTA連合会

さまざまな演奏や全体合唱など、
心あたたまる音楽会となりました。

53組の親子が夜の水族館という
貴重な経験を楽しみました。

小樽水族館　いるかショー

小野寺　基史氏の講演

「子どもの今が幸せなら、将来幸せの種をまく大人になります」

子どもたちの思いが込められたポス
ター・標語を区役所を訪れた区民の
皆さんにも見ていただきました。

暑い夏はやっぱりこれ！水遊
びも親子一緒に♪広い園内
で思い切り体を動かして遊ん
だ一日でした。

区P連交流会

第２４回 親子ふれあいＤＡＹ
（ふれあいバスツアー２０１９
「北海道キッコーマン＆サケのふるさと
千歳水族館」）
①８月１日（木）７：４５～１３：００
②北海道キッコーマン＆サケのふるさと
   千歳水族館
③１７１名

教育講演会
講演会「だいじょうぶのタネをまこう
～ゆる親のすすめ～正しい親を頑張らない」
講師　認定ＮＰＯ法人フリースペース
たまりば理事　川崎市子ども夢パーク所長
西野　博之氏
①７月１０日（水）１０：００～１２：００
②ホテルライフォート札幌
③６０２名 子どもが安心して、満足して、生きていくために必要な

こと「生まれてきてくれて、ありがとう」を親から子へ伝
え続けましょう。

サケの秘密を探しに
「サケのふるさと千歳水族館」へ

よく見てね　スマホじゃなくて　ぼくたちを
ランドセル　見えたらスピード　落としてね
無防備な　心に事故が　かくれんぼ
交差点　目と目を合わせて　ゆずりあい
いのちより　大切ですか　そのスマホ
安全は　「目」から「耳」から「心」から
優しさが　一つの命　救うカギ
ゆずり合い　どうぞ　どうぞの思いやり
陽が照るや　走る心と車たち
気を付けて　ブレーキアクセル　ふみちがい

東　区
西　区
南　区
北　区
中央区
白石区
豊平区
厚別区
手稲区
清田区

メロディーだけだと不安に思う。
伴奏があると安心する。

私を引き立たせてくれる「家族」は
いつでも伴奏者。

息子たちのささやき声
「ママ 疲れてるから 静かにね」
食器を洗う長男と私にタオルケットを

かける次男優しい気持ちをありがと
う

もう少し 目をとじていよう

最近、ねる前に絵本を読んでもらっているけど
みんなに言うのは、はずかしい。
だって、五年生だから・・・

でも、ねむりが深くなるから うれしい

入賞
おめでとう
 ございます！

優良三行詩・
交通安全標語コンクール

優良三行詩・
交通安全標語コンクール

＊受賞作品を交通安全旗に印刷して2月中旬に各園・各校にお送りしています。

交通安全標語三 行 詩

南区
PTA連合会

今日は遠足友達に「お弁当おいしそうだね。」と言われた「そんなことないよ。」そういいながらもありがとうおいしいよとつぶやく

表彰式

凡例　①日時 ②場所 ③参加人数

転落
8.8%

忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

１1校・13団体が出演しました。

引き込まれる講演に涙と笑いにあふれる会場の参加者の
皆さま。

合唱4校、吹奏楽13校、計17校が参加しました。

夏休み中に開催することで保護者と子どもの絆を深めました。

米里小学校６年生

閉会式

おたる水族館にてショーを見学。

オキアミ実験前の様子

展望室や客室など船内を見学して、
レストランで特製カレーをいただきました。

シャボン玉実験ブースの様子

ナタを使い薪割りです。
このあとカレーを作りました。

小
学
生
の
部

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

一
般
の
部

　2月21日（金）ちえりあにて毎年恒例の区P
連交流会が行われました。今年度は広報紙ま
つりの開催と合わせたので、各区のステキな
広報紙を手に取ってみることが出来ました。交
流会では各区P連から62名が参加し、日本
PTA北海道ブロック研究大会の分科会や全
体会、その他の担当を各区で発表していただ
き、当日見る事の出来なかった各区の活動を
知ることが出来ました。4年後の札幌大会に向
けて参考にしていただけたらと思います。
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　令和元年度札幌
市PTA協議会国内
研修団は、11月24
日から26日の2泊3
日の日程で川崎市
を研修訪問しまし
た。8月28日、第1
回目の国内研修打

合せがあり、研修先に川崎市を候補に挙げました。10月の台風19号で
川崎市全域が被災し、ご苦労されていた中ではございましたが受け入
れ承諾をいただき、計画通り進めさせていただくことになり、団員一同心
からのお見舞いと感謝と共に、しっかり学ばせていただく決意を強めま
した。
【川崎市PTA連絡協議会訪問】川崎市PTA連絡協議会役員の皆様と札
幌市PTA協議会を中心に両市で行われているPTA活動紹介や様々な
情報、意見交換をさせていただきました。特に、中学校の給食全校実施
についての経緯、生活習慣改善事業、食育推進コンテスト実施、PTAバ
レーボール大会について興味深く聞かせていただきました。子どもたち
のことを考え、真摯に取り組む姿勢は、我々も見習うべきものであると
感じました。また、それと共に札幌の良さも再認識しました。
【日吉小学校訪問】日吉小学校にて、単位PTAとしての取り組みをPTA
役員の方々よりお聞かせいただきました。マンモス校、昨今の気象変化
による熱中症対策をしての運動会実施ということで札幌に住む我々に
はピンとこない事案もお聞きし、そのような中で、工夫しながら実施して
いることや地域特有の問題等もお聞きすることができました。

【藤子・F・不二雄ミュージアム見学】藤子・F・不二雄氏の漫画に対す
る深い考えや思いを感じることができ、とても素晴らしい体験をさせて
いただきました。
【寺子屋西生田訪問】西生田小学校を訪問。寺子屋について市内全
校にこの輪を広げたい旨のお話をお聞きしたり、実際に寺子屋を見
学して子どもたちとカルタで遊んだりと、とても楽しく有意義なひと
時を過ごさせていただきました。　
【川崎市子ども夢パーク見学】川崎市子ども夢パークを視察した中
で、子どもたちの自主性を重んじ、遊びを通して、興味を持ち挑戦す
る心をはぐくむ場づくりを川崎市として取り組まれていることに感
銘を受け、是非このよ
うな取り組みを札幌で
もと強く感じました。
　今回の研修では、
PTAの一員としては
もちろんですが、時に
は童心に帰り、心から
楽しみ学びを深める
ことが出来ました。こ
の研修で経験したこ
とを今後のPTA活動
に生かし、地域のために取り組んでまいりたいと思います。
　最後に国内研修に参加させていただきましたことに感謝申し上
げ、ご報告とさせていただきます。

国内研修団　団長　橋本　正行

■ 編集・発行：札幌市PTA協議会 広報委員会
■ ホームページ http://sapporo-pta.gr.jp/
■ e-mail  shipikyo@sapporo-pta.gr.jp
    〒063-0051札幌市西区宮の沢1条1丁目1-10
    札幌市生涯学習総合センター3F  TEL.（011）671-2371
■ 印刷：株式会社OK印刷　　　　　　
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き

豊
平
小
学
校
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き

令和元年度 国内研修

川崎市ＰＴＡ連絡協議会の皆さんと

オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

教
育
長
賞 

最
優
秀
賞

手
作
り
の
部

市
P
協
会
長
賞 

最
優
秀
賞

オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

市
P
協
会
長
賞 

最
優
秀
賞

オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

毎
日
新
聞
社
賞 

最
優
秀
賞

オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

北
海
道
通
信
社
賞 

最
優
秀
賞

皆
様
の
要
望
に
対
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

「
令
和
2
年
度

文
教
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」へ
の
回
答第42回広報紙まつり 受賞校一覧

教育長賞

毎 日
新聞社賞

日本教育
新聞社賞

北海道
通信社賞

市Ｐ協
会長賞

佳    作

佳    作

優 秀 賞最 優 秀 賞

最 優 秀 賞

北 区 新琴似北小学校
「しんぼく」

中央区 円山小学校
「Maruyamaチャレンジあらたな時代へ」

中央区 向陵中学校
「向陵ＩＳＭ」

中央区 山鼻小学校
「山鼻」

豊平区 平岸西小学校
「精進川」

北 区 太平中学校
「Ｔａｉｈｅｉ」

白石区 幌東中学校
「幌東だより」
清田区 真栄中学校
「あいおい」

中央区 資生館小学校
「よつば」

北 区 新陽小学校
「新陽」

中央区 宮の森小学校
「MIYANOMORI」
中央区 緑丘小学校

「緑丘」
南 区 常盤小学校
「そらぬま」

中央区 桑園小学校
「桑の木」

清田区 北野台小学校
「スマイルきたのだい」
豊平区 みどり小学校
「midori」

白石区 本郷小学校
「ほんごう」

清田区 北野小学校
「北　野」

北 区 上篠路中学校
「北の大地」

手稲区 富丘小学校
「Tomioka」

市Ｐ協
会長賞 該当なし 該当なし

オフセットの部

手作りの部

応募総数 78点（オフセットの部）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
し
て
、ユ
ニ
ー

ク
な
講
座
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。「
暮
ら
し
の
色
彩
」を
テ
ー
マ

に
し
た
家
庭
教
育
学
級
は
、色
彩

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
お

持
ち
の
校
長
先
生
に
よ
る
お
話
で

し
た
。
10
年
以
上
続
く「
命
の
授

業
」で
は
、お
母
さ
ん
た
ち
が
先
生

に
な
り
、赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
喜
び
を

生
徒
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。各
人

そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
た
活

動
で
す
。

　

見
開
き
４
ペ
ー
ジ
の
地
図
で
は
、

学
校
周
辺
の
危
険
な
場
所
、指
定

緊
急
避
難
所
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
お
り
、「
保
存
版
」の

広
報
紙
に
な
り
ま
し
た
。

　

表
紙
に
は
運
動
会
の
写
真
。全
校
児
童
の
後
ろ
姿

に
、さ
り
げ
な
く
体
育
館
の
窓
に「
大
運
動
会
〜
令
和

元
年
〜
新
時
代
最
高
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
か
ら
始
ま
り
、そ
も
そ
も「
Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て
な

に
？
」と
原
点
を
確
認
し
て
か
ら
各
部
の
活
動
内
容
紹

介【
忙
し
さ
・
難
し
さ
・
や
り
が
い
】を

星
の
数
で
表
す
工
夫
が
秀
逸
で
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
も
、ま
と
め
↓
分

析
↓
主
張
の
流
れ
を
作
り
、全
体
の

レ
イ
ア
ウ
ト
が
良
く
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。Ａ
Ｌ
Ｔ
授
業
の
様
子
、修
学

旅
行
、家
庭
教
育
学
級
の
記
事
で
は

ま
る
で
読
者
が
そ
こ
に
参
加
し
て
い

る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
内
容
で
す
。全

体
に
高
い
取
材
力
を
発
揮
さ
れ
、伝

え
た
い
こ
と
、読
み
手
の
知
り
た
い
こ

と
を
巧
み
に
文
章
に
し
て
、深
い
内
容

の
こ
れ
ぞ「
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
」と
い
え

る
見
事
な
出
来
栄
え
で
し
た
。

　

白
石
小
は
明
治
５
年
４
月
開
校

の
、札
幌
市
で
最
も
歴
史
の
古
い

学
校
。そ
の
歴
史
性
を
生
か
し
て
、

旧
校
舎
の
写
真
が
広
報
紙
の
コ
ル

ク
ボ
ー
ド
風
の
表
紙
に
並
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
３０
年
間
の
広
報
紙
特
集

と
い
う
、な
か
な
か
思
い
つ
か
な

い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
脱
帽
し
ま
し

た
。ま
た
、①
全
体
の
色
調
な
ど
の

見
事
な
統
一
感
②
シ
ン
プ
ル
な
レ

イ
ア
ウ
ト
③
効
果
的
な
観
音
折
り

④
柔
ら
か
い
書
体
な
ど
、随
所
に

工
夫
が
見
ら
れ
、思
わ
ず
手
に

取
っ
て
読
み
た
く
な
る
魅
力
的
な

広
報
紙
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

表
紙
か
ら
編
集
後
記
ま
で
自
然

に
サ
ッ
と
読
め
て
し
ま
う
広
報
紙

で
す
。見
出
し
や
イ
ラ
ス
ト
、文
字

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
工
夫
さ
れ
、書

か
れ
て
い
る
内
容
が
ペ
ー
ジ
を
開

い
た
瞬
間
か
ら
自
然
と
読
み
手
に

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。さ
ら
に
写
真
と

説
明
を
的
確
に
配
置
し
内
容
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、読
み
手
を
最

後
ま
で
離
し
ま
せ
ん
。テ
ー
マ
を

「
守
る
」と
し
、震
災
の
経
験
を
活
か

し
家
庭
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
ま
す
。

P
T
A
活
動
に
つ
い
て
も
家
庭
か

ら
の
協
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
様

子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。家
庭
の

隙
間
時
間
に
自
然
と
忍
び
込
み〝
読

ん
で
し
ま
う
〞広
報
紙
で
す
。

　

P
T
A
活
動
が
特
集
の
手
作
り

広
報
紙
で
す
。全
紙
面
が
特
集
で
構

成
さ
れ
、P
T
A
活
動
へ
の
入
り
口

に
も
な
る
内
容
で
す
。表
紙
は
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く

れ
る
地
域
の
方
が
顔
写
真
と
共
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。P
T
A
が
家

庭
・
学
校
・
地
域
の
架
け
橋
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
様
子
を
し
っ
か
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。手
作
り
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
い
写
真
が
多
用
さ
れ
、読
み
手

に
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い

る
方
々
の
笑
顔
の
写
真
が
全
体
を

明
る
く
し
、つ
な
が
り
と
あ
た
た
か

さ
を
感
じ
ら
れ
る
広
報
紙
で
す
。

　

特
集
で
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、特

に
興
味
・
関
心
の
高
い
学
校
給
食
、

子
ど
も
の
生
活
環
境
、そ
し
て
新
し

い
教
育
内
容
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
取
り
上
げ
、取
材
・
調
査
及
び
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
手
法
を
巧
み
に
生

か
す
と
と
も
に
テ
ー
マ
ご
と
の
記

事
や
写
真
及
び
イ
ラ
ス
ト
に
工
夫

を
凝
ら
し
、そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
配
置
す
る
な
ど
、創
意
に
満
ち
た

編
集
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

全
体
を
通
し
て
、「
見
せ
て
、読
ま

せ
る
」こ
と
を
大
切
に
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
強
い
素
晴
ら
し
い
紙

面
構
成
と
い
え
ま
す
。

　

広
報
担
当
の
皆
様
が
一
丸
と
な
っ

て
企
画
し
、熱
心
に
取
り
組
ん
で
き

た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
特
筆
す
べ

き
作
品
で
す
。

審査委員長の全体講評は、札幌市PTA協議会ホームページに
掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

    各区P連ふれあい事業2～3P

賞   別

優 秀 賞賞   別

東 区 北園小学校
「北園」

中央区 宮の森中学校
「森友」

豊平区 しらかば台小学校
「しらかば」

白石区 白石小学校
「しろいし」

清田区 清田南小学校
「せいなん」

豊平区  豊平小学校
「けやき」

札幌市ＰＴＡ広報紙まつり 表彰式札幌市ＰＴＡ広報紙まつり 表彰式

寺子屋西生田での研修

報
告

　
去
る
、12
月
17
日（
火
）札
幌
市
教
育
委
員
会
教
育
長
室
に
て
、令
和
2
年

度「
札
幌
市
文
教
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」へ
の
回
答
書
の
手
交
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
か
ら
は
、長
谷
川
教
育
長
、檜
田
教
育
次
長
を
は
じ
め
関
係

部
長・課
長
が
、札
幌
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
は
土
田
会
長
、大
江
副
会
長
、

総
務
委
員
会
湯
浅
委
員
長
、大
渡・中
川
両
副
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

続
い
て
会
議
室
に
場
所
を
移
動
し
、市
P
協
役
員・総
務
委
員
全
員
が
参
加

し
、回
答
書
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。各
項
目
に
つ
い
て
、

総
務
委
員
の
質
問
に
対
し
て
市
教
委
の
各
担
当
者
か
ら
回
答・補
足
説
明
を

い
た
だ
く
な
ど
、意
見
交
換
会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、有
意
義

か
つ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
土
田
会
長
が
、「
本
日
は

お
忙
し
い
中
、お
時
間
を
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。力
強
い
回
答
も

多
数
い
た
だ
き
、今
後
も
検
討
事
項

は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
た
め
に
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」と
挨

拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
尚
、要
望
書
と
回
答
書
に
つ
き
ま

し
て
は
、札
幌
市
P
T
A
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　広報委員会では、年間3回の広報紙を発行し
ております。広報の役割は皆さんに札幌市ＰＴＡ
協議会の活動を知っていただくことです。私た
ち広報委員は、取材活動を通して活動への理解
を深め、人と人とのつながりを広げながら楽し
んで活動してまいりました。ＰＴＡ活動がおもし
ろそう、と思っていただけると嬉しいです。
　本号の発行で1年間の活動が終了となりま
す。取材や原稿作成にご協力いただいた皆様に
心より感謝申し上げます。

近藤 昇　荒木 直也　安部 伸一
皆川 英恵　横澤 舞美　谷内 礼子　石山 ひろみ
太田 妙子　川又 苗穂美　井手 純惠　水越 美恵子

編集後記

札幌市
PTA協議会

オ
フ
セ
ッ
ト
の
部

日
本
教
育
新
聞
社
賞 

最
優
秀
賞

第42回

第42回札幌市
PTA広報紙まつり受賞作

第42回札幌市
PTA広報紙まつり受賞作

ありがとうございました

　２月１7日（月）、ちえりあ６階講堂にて、広報紙まつ
りの表彰式が行われました。
   応募いただいた広報紙の中から、①ＰＴＡ活動の
紹介②積極的な企画性・アイディア③全体の見やす
さ・読みやすさのバランスの３つの観点で審査し、札
幌市教育委員会、毎日新聞社、日本教育新聞社、北
海道通信社、当協議会から、最優秀賞・優秀賞・佳作
の２6点が選ばれ、表彰されました。
   審査委員長の北海道通信社　参与　村上直史様
から、「今回も甲乙つけ難い作品ばかりでした。記事

には額を手に持つ令和スタイルが随所に登場しました。取材を通して読み手の興味をひ
く特集や記事づくりは広報紙づくりの醍醐味です。汗して取材した記事や特集には思わ
ず惹きこまれました。事実をありのままに記事にするだけでなく、取り上げた特集から考
えてもらいたいこと、訴えたいことなど具体的に主張している例もあり、大変すばらしい
作品でした。『編集後記』の思いを新旧担当者で引き継ぎ、伝統としてつないでくださ
い。」と受賞校すべての広報紙について、1つ1つ講評してくださいました。
　また、受賞ＰＴＡ代表挨拶では、北園小学校　副
会長　生熊武様が「自分たち保護者が興味のある
ものは何なのか、先生はどんな人なのか、など知り
たいことを積極的に調べて作りました。皆様には、
来年度新たな広報委員になる方たちのアドバイ
ザーとして活動していただきたいです。」と述べら
れました。
   広報紙まつりは、毎年この時期に開催されていま
す。来年度もよりたくさんの応募をお待ちしており
ます。
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